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広
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町
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ミ
ナ
ー

TEL 0737-23-7731　FAX 0737-62-2407　MAIL kikaku7@town.hirogawa.wakayama.jp
《申込み・問合せ先》　広川町役場企画政策課

旧浦清兵衛商店

広村堤防

旧戸田家住宅

《
日
時
》 

令
和
５
年
２
月
18
日
㈯

 

　
　
13
時
30
分
〜
受
付
、
14
時
〜
開
始

《
会
場
》 

広
川
町
役
場
３
階
大
会
議
室

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

●
14
時
10
分
〜 

基
調
講
演

　
和
歌
山
大
学
観
光
学
部 

准
教
授 

永
瀬 

節
治 

氏 

　
「
歴
史
的
資
源
を
守
り
、
活
か
し
、

　
　
　
　
　
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

●
15
時
10
分
頃
〜 

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
広
川
町
に
お
け
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」
（
仮
）

　
　
・
和
歌
山
大
学
観
光
学
部 

准
教
授 

永
瀬 

節
治 

氏

　
　
・
株
式
会
社
つ
ぎ
と 

取
締
役 

内
田 

一
平 

氏

　
　
・
東
濱
植
林
株
式
会
社 

取
締
役
相
談
役 

塩
路 

信
兼 

氏

歴
史
的
資
源
や
景
観
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、

今
後
の
広
川
町
の
可
能
性
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
申
込
み
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



申込用紙

※お席に空きがあれば当日受付もいたします。　※お寄せ頂く個人情報は当セミナーの開催以外の目的には使用しません。
※当日は、マスク着用をお願いいたします。また、当日体調が悪い方は参加をご遠慮ください。

氏　名 団体・企業名（個人の方は記入不要） 電話番号

重要文化財濱口家住宅を所有、管理する東濱植林株式会社で取締役相談役を務める。
濱口家住宅の一般公開が行われる際には、語り部として来訪者を案内し、重要文化財
や広川町の魅力を発信。広川町歴史的風致維持向上計画推進協議会、史跡広村堤防保
存活用計画策定委員会など、広川町の歴史まちづくりにも尽力している。

塩路 信兼　東濱植林株式会社取締役相談役

仲介・開発・リーシングから不動産投資等、不動産及び建築系の業務及び財務経理・
法務を経験後、古民家を活用した地域活性化事業に参画。
和歌山県内では、串本にて自治体・銀行と協働して域内に点在する古民家を活用し、宿
泊施設やレストラン・カフェの開発及び運営に従事している。また、プロデュースとして、
南海高野線の九度山駅・高野下駅をそれぞれ物販施設・宿泊施設とするコンバージョ
ンを手掛けてきた。

内田 一平　株式会社つぎと取締役

1981年島根県松江市生まれ。東北大学工学部建築学科卒業。同大学院修士課程、東京大学
大学院工学系研究科博士課程（都市工学専攻）修了。東京大学先端科学技術研究センター
助教等を経て、2012 年に和歌山大学観光学部に着任。専門は都市計画、まちづくり、歴史
的環境保全。県内外の地方自治体の計画策定等に携わるとともに、和歌山市中心部では公
民学連携による公共空間・地域資源を活かしたまちづくりを実践。和歌山県景観審議会委員。
広川町歴史的風致維持向上計画推進協議会副会長、史跡広村堤防保存活用計画策定委員。

永瀬 節治　和歌山大学観光学部准教授

TEL 0737-23-7731　FAX 0737-62-2407　MAIL kikaku7@town.hirogawa.wakayama.jp
《申込み・問合せ先》　広川町役場企画政策課

プロフィール

申込用紙をご持参、又はファックス頂くか、
お電話・メールにてお申込みください。

《申込み方法》


